
  

 

 

認知症の人との関わり方 ～ユマニチュードとは～

認知症看護認定看護師 篁 薫  

 ユマニチュードとはフランス語で「人間らしさを取り戻す」という 

意味を持つ造語です。 

今回は、人間がもともと持っている能力を 

できる限り引き出すケアの基本姿勢、 

「見る」「話す」「触れる」「立つ」の 

基本的な 4 つのアクションを 

ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユマニチュードの効果は人によって差はあります。しかし認知症の人

の尊厳を守り、尊重することで一定の効果をあげることができます。 

ケア行う人は、「あなたは大切な存在です」という心からの 

メッセージを相手に発信し続けることが重要です。                                                                                                                                                                                                                                                          
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 患者を「見る」 

相手の目線と同じ高さから 

見ることで、敵ではなく 

大事な人だと相手に 

伝えることができる。 

 患者に「触れる」 

なるべく広い面積を触る 

ことで、患者の負担を軽減 

できます。 

 患者が「立つ」 

一日 20 分程度でも立つ時間を 

作ることで、寝たきり状態を防ぐ

ことになります。 

 患者と「話す」 

相手に対して親愛の気持ちを 

持った存在であることを伝えます。 


